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　二酸化炭素（ＣＯ２）を排出しない
クリーンなエネルギーとして期待され
ている次世代エネルギー「水素」。この
水素と酸素を化学反応させて水を作
り、この過程で発生する電気や熱をエ
ネルギーとして使う仕組みの「燃料電
池」が注目されている。

　この「燃料電池」の特許出願件数を
世界知的所有権機関（ＷＩＰＯ）が発
表した。これによると、２０２０年の世

界の水素燃料電池の特許出願件数は
１０，５２３件で、過去最大の２０１９
年（１１，２９１件）に次ぐ件数だった。
出願人の国籍別では、中国が７，２６１
件で最も多く、全体の６９％を占める。
日本（１，１８６件）、ドイツ（６４６件）、
韓国（５８３件）、米国（４０３件）がそ
れに続く。２０１４年までは日本がトッ
プを維持していたが、２０１５年以降
中国の独走状態が続く。

　企業別では、トヨタ自動車（２，７２０
件）が最大で、現代自動車（１，４０２
件）、ホンダ（１，１９１件）、ゼネラル
モーターズ（６９７件）、フォルクスワー
ゲングループ（６７１件）などが続く。

     （特許業務法人共生国際特許事務所所長）
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　動画を用いて楽しいショッピングを
届けるマルチプラットフォーム通販企
業の㈱QVCジャパンは、ウクライナか
ら千葉市に避難してきた12名を同社
オフィスに招待し、アパレルやその他雑
貨計499点を寄付した。
　千葉市役所を通じヒアリングしたと
ころ、ウクライナより着の身着のまま避
難してきたため、衣服が不足しているこ
とがわかった。ただ単に寄付するので
はなく、同社が大切にしている「ショッ
ピングの楽しさ」を感じてもらうため、

寄付候補のアパ
レルおよびその他
雑貨を陳列し、実
際に避難民の12

名が物品を手に取って選んだもの
を寄付した。また、寄付会場には時
間を気にせず物品を見られるよう
に、子どもが遊べるキッズスペース
や、物品を試す試着室を用意した。
　同社は企業が当事者意識を持っ
て「より良い世界」を作るために行

動する「コーポレート・レスポンシビリ
ティ」に取り組んでいる。PLANET（地
球）、PEOPLE（人）、PRODUCT（商
品）の3つのPの領域で行動計画を策
定しており、今回の取り組みは地域貢
献やDE&I（多様性を公正に受け入れ
る）を含むPEOPLEおよび廃棄物の削
減を含むPLANETの領域における活
動となる。同社は今後もサステナブルな
ショッピングの実現を目指し、コーポ
レート・レスポンシビリティ活動に取り
組んでいくとしている。

　セイコーホールディングス㈱は、7
月15日～24日まで、アメリカ・オレゴ
ン州で開催される第18回世界陸上競
技選手権オレゴン大会のオフィシャル
タイマーを担当する。
　セイコーは、1985年にワールドアスレ
ティックスと協賛契約を締結して以来、
37年間パートナーシップを続けており、
世界最高峰の陸上競技大会である世
界陸上競技選手権大会のオフィシャル
タイマーを17大会連続で務める。
　今回の大会では、跳躍競技の判定
をより正確にすることを目的とした跳躍
踏切判定システムなどの新機材を投入
するほか、次世代アスリート支援を目

的とする「Time to Shine」
を開催する。
　『時代とハートを動かすセ
イコー』は、経験豊富なタイ
ミングチームと最新機材によ
る正確な計時・計測と次世
代アスリート支援を通じて、
世界中の陸上競技ファンに
笑顔と感動の瞬間を届ける。
　なお、世界陸上オレゴン

22の記念限定モデルを世界限定400
本（日本100本）で、セイコープロスペッ
クスのクロノグラフコレクション「SPEED
TIMER」から発売している。

　セイコーエプソン㈱は、6月25日に開
催されたスワコエイトピークスミドルト
ライアスロン大会 2022において、公式
大会では日本初となる、最先端位置測
位テクノロジーを採用したGPSトラッキ
ングシステムによる大会支援を行った。
　新開発の同システムを活用すること
で、選手の位置や状態をリアルタイム
で検知し、安心・安全な大会運営の実
現や、選手の運動分析データを活用し
た競技の新たな楽しみ方を提案した。
　エプソン独自の高精度・低消費セン
シングデバイス及び低消費無線通信を
複合した「M-Tracer」テクノロジーに
よって、トライアスロンのような長時間
競技でも、リアルタイムで位置や運動

情報の計測および可
視化が可能なシステ
ムとなる。
　同本大会での活
用方法は、全選手に
加え、メディカルや警
備等主要大会スタッ
フがGPS機器を着用
し、データをリアルタ
イムで可視化するこ
とで大会運営を安全
に見守るとともに、新

たな観戦スタイルを提供。各選手のリ
アルタイムな位置情報をスマートフォ
ンで、家族が見守れる環境を整えた。
　スポーツツーリズムへの展開として
は、エプソンは、GPSトラッキングシステ
ムを活用した革新的な大会を実現する
とともに、大会の地に練習に訪れるす
べてのアスリートへ運動分析データを
継続的に提供するスポーツツーリズム
を実現する。たとえば、宿泊・観光施
設、イベント企画会社と共創し、観光コ
ンテンツと連携したトレーニングコース
の設定や、トレーニング利用者向けの
もてなしサービスなどの創出を実現す
ることで、地域の魅力向上に寄与する
とともに、地域の活性化を図る。
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　セイコーホールディン
グス㈱の事業会社であ
るセイコーウオッチ㈱の
国内腕時計製造を担う3
工場（盛岡セイコー工業
㈱／岩手県岩手郡雫石
町、遠野精器㈱／岩手
県遠野市、二戸時計工
業㈱／岩手県二戸市）
は、東北電力グループで
発電された再生可能エ
ネルギーの使用に関する
電力需給契約を締結。こ
れにより、腕時計の国内
自社工場における使用
電力の100％再生可能

エネルギー化を達成した。
　同グループは、「気候変動・脱炭素
社会への取り組み」をグループのマテ
リアリティ（重要課題）の一つとして設
定し、2050年にカーボンニュートラル
の実現に向けて、再生可能エネルギー
の導入拡大を積極的に進めている。

　今回、その一環として、グランドセイ
コーやセイコープロスペックスなど国
産の高級機械式腕時計の生産を担う
盛岡セイコー工業および、時計部品の
製造や組み立てを担う遠野精器、二戸
時計の3社は、今年4月に東北電力が
提供する再エネ電気プラン「よりそう、
再エネ電気」を、新たに契約した。
　このプランは、東北電力グループの東
北6県および新潟県に所在の水力発電
所の再生可能エネルギー電源に由来
する電気を供給し、電気の使用に伴う
CO2排出量ゼロを目指すもの。これによ
り国内自社工場の使用電力を100％再
生可能エネルギー化するとともに、年間
約1万トンのCO2削減が可能となる。
　同グループは、これからもオフィスや
製造現場における省エネ活動や、製品・
サービスの省エネ性能の向上など、事
業活動を通じて温室効果ガスの排出
量削減に努めるとともに、再生可能エネ
ルギーを積極的に導入し、脱炭素社会
の実現に向けて取り組みを強化する。

　カシオ計算機は、新規客を対象に、
ランナー向けパーソナルコーチング
サービス「Runmetrix」が体験できる
無料の練習会を、大阪のヤンマー
フィールド長居にて7月30日・31日に
開催する。
　「Runmetrix」は、同社と㈱アシック

スが共同開発したランナー向け
パーソナルコーチングサービス。
GPSや9軸センサーを搭載した

モーションセンサーを腰に装着して走
ることで、走行距離やペース、ピッチ、ス
トライドを記録するだけでなく、ランニ
ングフォームのスコア化や、自分の
フォームを可視化できる。ランニングを
手軽に数値化する新たなサービスとし
て、多くのランナーに愛用されている。

　ヨーロッパを中心に各国のアクセサ
リー小物を展開するセレクトショップ
go l d i eH . P. -
FRANCE（ゴー
ルディアッシュ・
ペー・フランス）は、クリエイターとアル
チザンが愛を込めてつくるアイテムの
数々を、日常のワンシーンを豊かにす
る「自分にとってのGOLD（特別）」を提
案してきた。
　今年6月、東京・表参道にオープンし
たgoldieH.P.FRANCE POP UP 
SHOPでは、7月1日よりサステナブルや
エシカルなマインドを持つクリエイター
の“LOVE”に満ちたアイテムを集めた

「MORELOVE MARKET」を開催す
る。フランスのバッグブランドJAMIN-

PUECH（ジャマ
ン・ピュエッ
シュ）からは、

MORELOVEをテーマとしたアート作
品とのコラボレーション商品が登場。
日本初上陸となるイギリスのバッグブ
ランドHANGA（ハンガ）からは、
100%リサイクルコットンのロープや、
デッドストックのパラコードを使用した
バッグが登場する。その他、アースコン
シャスな素材づかいや職人技の継承
を背景としたブランド、ノンシーズナル
なアイテムなどが多数揃う。

　リユースデパートを展開
する㈱コメ兵は、ITとプロに
よるパーソナルスタイリング
サービス「STYLISTE」を提
供するファッションパート
ナー㈱と提携し、プロのスタ
イリストがコーディネートか
ら買取りのサポートまで行
うサービスを6月23日から

開始。業界初の取り組みとなっている。
　同提携により、STYLISTEのプロの
スタイリストが自宅訪問サービス「ク
ローゼットアップデート」の一環として、
不要になった衣料などの売却のサ
ポートが可能となり、KOMEHYOが買
取することによって次の買い物やスタイ
リングなど、顧客のワクワク感・好奇心
を生み出すサービスとしている。
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　閉店セールを無事にかつ成功裏に
終わらせるというのはなかなかの難題

小売の十字路小売の十字路 192

である。商品在庫が捌けてしまえばそれ
でいいだろうと単純に考えがちである
が、商売である以上少しでも資金回収
が多い方がいいわけだから、それなりの
事前思考が必要になる。もしも借金を
抱えていてセールの売上を返済に充当
するつもりなら尚更のことである。
　一般のセールとは違って閉店ともな
るとお客さんの来店数はぐっと増える。
たぶん物販なら業種を問わないであろ
う。近隣の紳士服の店舗がコロナの影
響でやめた時にも最近では最も売れた
と当のスタツフから聞いたが閉店セー
ルはそういうものである。それはディス
カウント期待値が高いからであるが、そ
の分店側の利益というのはマイナスに
なりがちだし、またチラシ、DM代金、人
件費などコストは普段よりも嵩む。それ
ゆえに閉店セールでは通常のセールに
比べて特に冷静な計算が要求される。
普段ならセールの赤字はまた通常営
業で取り戻せるが閉店ではそうはいか
ない。いわば最後の一発勝負である。
　また閉店ともなるとお得意さんばかり
か休眠客もフリーの客もやってくる。現

行のスタッフでどう上手く捌くかがポイ
ントになる。ジュエリーや時計は接客、
販売に手間暇がかかるし加えて換金性
が高い商材だけに、盗難、トラブルなど
のリスクも高まる。一時に客を集中させ
ないような工夫が要求される。それはま
たスタッフの疲労への配慮でもある。ス
タッフの疲労というのは意外と馬鹿に
ならない話で、疲れてくると仕事が雑に
なり思わぬミスでそのリカバリーに時間
を取られることがある。勤務ローテー
ションには細心の注意が必要で、とも
かくも人間というものの扱いはむずかし
いのである。なんとかなると安易に考え
ていると詰めの甘さで足をすくわれる。
　商品についても考えておかねばならな
い。閉店セールと聞いて問屋筋から、そ
れでは商品を貸しましょう（委託）と有難
い？提案をされることがある。こうした場
合商品はあればあるほどいいのだが、ま
た客の側から見ても選択肢が増えるし
セールも盛り上がる。商品が順調に捌け
ていくと、もっとあればもっと売れるはず
だと思うのは商売人の性のような心理だ
が、委託品の売上が伸びてもそれに準じ

て仕入れも増えていくわけで閉店セール
の趣旨とずれてくる。そのあたりの心得違
いをしないように自戒をしておかないと自
店の在庫が売れ残り、問屋の品物が売
れてしまったということになりかねない。
　セールも終わりやれやれと思ってい
ても最後に店の片づけコストがかかる。
借店舗なら、とりわけSCテナントならス
ケルトンすることが原則要求される。意
外な出費となることがある。更に商品の
在庫処分で仕入れがほぼゼロに等し
い場合売上にまるまる10％の消費税
がかかってくる。気が付くと手元に残る
資金は思うほどではないというのが閉
店セールの現実である。
　新規出店には「イケイケ」の高揚感が
あるが、退店にはどうしても残念感が
漂う。それでもきちんとした清算作業は
次の出発の礎になる。長い消費低迷の
中、様々な選択肢に悩む店主の皆さん
も多いだろうが、閉店という一大イベン
トに潜む落とし穴にはまらないことを願
うばかりである。
 　　　　 　　　　　　　　貧骨  
　 　   cosmoloop.22k@nifty.com

完全閉店セール
肝心な事あれこれ
                             その2 
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